
【平成24.3.18 第3回えべつ未来市民会議 ①赤色、②三ツ矢サイダーキャンディグループ】

小中高大の連携

空き教室

教育文化の向上と

音楽振興

人口構成を背景に

教育特区を

観光資源としての

スポーツイベント、マラソン

北電サッカー場

の整備（ﾉﾙﾌﾞﾘｯﾂ）

各分野において著名な

人々と江別のコラボ

（夕張映画祭のように）

大麻・文京台地区を

「大学のまち」とし、

早大前のまちのようにして

若者の定着をはかる

自地域の防災状況の

情報提供、周知

地域住民の

情報の共有化

ハザードマップの

細分化

地域の地盤の

特色・特徴の把握

学校を利用した

避難場所の設定

学校の利用は？

小・中学校の

空き教室に備蓄を

冬期の避難所と

設備の対策

冬期の災害に備えた

施策（除排雪等）

江別市のイメージづくり

学生を募集して、観光推進に

取り組んでもらったらどうでしょう？

江別を代表する農作物の

開発

農業と大学もしくは市、

江別の企業との商品開発

やイベント江別の農業生産地区で、

農業生産物を使った

・商品の開発

（江別産小麦等）

・地産地消の

マーケティングの開拓

Ｂ級グルメの毎年定例化
江別小麦（ﾊﾙﾕﾀｶ）を

活用した「江別ビール」

地元の農産物をもっと活かす

ために、製造工場をつくる

江別の農作物を魅力に

思っている企業を探し募る

農業と小麦、産業の一体化

（うどん、ラーメン、小麦）

・買える、食べられる

江別は土地が広いので

物品集配センター等を誘致

してはどうか？

情報図書館

高齢者の対応を

自治会単位で考える

災害時の弱者対策

（自治会単位での対応）

土偶

銘木百選

市民が足を運びやすい場所に

美術館やアート通りを

そこに学生達の作品を展示
したり、配置したり
やきもの通り

（やきもの市の時だけでなく）

江別の市内観光
１日バスツアー

農業体験

カヌー

河川活用

石狩川の
雄大な流れを眺める

ことができるスペース

安全性も考慮して

江別に「道の駅」があったらいい

・江別に来たら、

「これ」という食事をする場所
・エベチュングッズを販売する

野幌駅の発展に劣らず、
江別駅も改装するように努力すべき

野幌駅にレストランを入れるなら、
江別駅前には、スペースがあるの
だから、地産地消をメインとした
レストラン街をつくる

農家が民宿を開いてくれる
そこで収穫された農作物を

利用した食事など



【平成24.3.18 第3回えべつ未来市民会議 ①青色、②いちごみるくグループ】

原始林周囲の整備
・ぐるっとジョギングコース

・散歩コース
・サイクリングコース
（ごみ捨て体策にも）

平日の人口確保へ
魅力拠点の模索

経済基盤の強化へ
重点分野指針の明確化

駅舎内・付近の活性化
（店、保育園、高架下駐車場等）

自転車ロード（サイクリング）
全天候型

江別の顔は、
「箱もの」作成ではないはず

駅周辺の整備

不要な道路整備
地下通路はいらない

うまいもの案内

江別の観光を充実させる
（人の集まる市に）

・やきもの市

・Ｂ級グルメグランプリ

・スノーフェスティバルなど、
目玉のイベントを
しっかり宣伝して行う

やきもの市の開催
期間の延長

江別市に市民が注目できる
ように情報を発信する

地産地消で

素通りのまちを再生する

中心街に
美術館、アート通り

(学生の作品等）

個々人がつながる方法は? 
集まる行事

子どもの少ないことを理由に
学校を統合することが良いのか

江別市内で買い物がしたいぞ

江別駅前または商店街に
やきもの街をつくっては？

（レンガ使用の商品等）

江別駅周辺の開発

駅を人の集まる場所にする

冬の避難場所 避難所としての機能

災害時の備蓄



【平成24.3.18 第3回えべつ未来市民会議 ①黄色、②カルピスキャンディグループ】

小さな札幌にならない！

地区ごとの特徴

ゾーニング

文京台は

入りにくい

競馬場

公共交通機関の
多様化（ルート含む）

例：モノレール等

札幌－江別の交通

フットﾊﾟｽ整備

自然環境学習＆ツアー

野幌原始林への
アプローチ整備

（江別市側から）

大型公園がない

学生が楽しく

すごせるまち
ふるさと納税
（大泉洋さん）

EBETSU CITYの
イメージづくり

現在のイメージの
進化、深化、新化
・レンガ等
・安全・安心の街

都市計画の
再整備

コミュニティバス ワンコインバスが
欲しい

公共施設が分散していて
規模が小さい

野幌を商業地域へ 江別駅前は住宅地にしては？

公共施設を集中

公共施設がまとまっている方が
良いと思うが、できるだけ

既存の建物を利用することを
考えてほしい

古い施設を活用する

親水公園

河川敷の
アミューズメント検討

・カヌー
・パークゴルフ
・ほたる鑑賞 等

川を利用する際に
子どもが遊べる

川づくり
（人が集まる）

ウォーターレジャー

農業

観光

雪の活用

貯蔵基地

冬に備えて野菜等を
貯蔵しておく建物

農業は国内向け
放射能汚染を意識

入植地の積極的アピール
（世田谷地区）

休んでいる畑を、インターネットで東京に住んでいる
人などに貸して、世話をインターネットで請け負って

行い、Ｗｅｂカメラを使って生育状況を知らせる

通年農家？
（年間を通して野菜作りプレハブ）

防災 減災

災害の際の手順を明確に
示すものを作って欲しい

災害時の施設の整備

災害マップに避難場所

だけではなく、食料、毛布、

など、災害に対応出来る
ものの備蓄がされている
場所を載せていく

避難所マップ

・避難経路(案内）
・警報などの伝達

メール等、インターネットの活用

水害の際の現実的な
避難場所

※公園が指定されているが
意味がない

河のまちとしての意識が低い
（川への恐れの方が大きい）

防災マップに、耐震強度や
水没する場所を書き込んで

欲しい

観光のパッケージ化 イベント型観光

江別の観光

運動公園や江別高校の

跡地をイベントの場所として
・やきもの市

・Ｂ級グルメ？

・スノーフェスティバル？ 等

メインのイベントを決めて
毎年しっかり宣伝して行う

ＰＭＦ誘致

大学との連携

音楽のまちづくり



【平成24.3.18 第3回えべつ未来市民会議 ①緑色、②バヤリースキャンディグループ】

市自体に「ウリ」がない
活かせていない

市営住宅
戸建住宅

（空き室）

江別に住みたい
通勤者の子育て

農産物の販売
（ハルユタカ）

うどん・ラーメンを

「ウリ」に顧客獲得を

湯川公園利用
・子どもの遊び場

・食事の出来る
場所をつくる

湯川公園を
「道の駅」に

（野菜直売所など）

河川防災ステーションの
ネーミングを

新聞・インターネット等で
全国的に募集してみる
→  江別を知ってもらう

河川防災ステーションを
活用する

・水害体験等
・カヌー体験等
・直売所等

石狩川沿いに
屋台村づくり

立地条件からも

河川防災ステーションを

広くして「道の駅」にする

環境調和型の
子育て支援

江別の観光名所？

（セラミックアートセンター

ガラス工芸館 等）をめぐる
バスツアー企画
（昼食付、おみやげ付）
（湯の花・たまゆら 温泉付等）

コープさっぽろ
→企業誘致

江別恵庭線に面した

場所に、直売所をつくる

自然環境を
活かした教育

→子どもと定住

子どもと定住して
もらえるなら

家賃無料等、
何か特典をつけて
全国にアピールする

高齢者施設と

幼稚園の共同建設

高齢者が常に助け合う
自治体を、おせっかいな

人が中心となって、和を
もち、一人にさせない

・グループホーム、

施設（入所）の

避難時の対応

・地域ごとに独居高齢者
世帯の方の避難対応



【平成24.3.18 第3回えべつ未来市民会議 ①ピンク色、②ライオンバターボールグループ】

都市型の農業
→雇用につながる

産業をつくっていく

ＲＴＮ事業
本腰をいれて

企業誘致をしているか

江別

↓

定住＝雇用がある＝職場をつくる（会社を立ち上げる）

産業が活性化

吹奏楽（市で作る）

→定着しない
※指導者が必要
（専門職、真剣さ(継続））

まちづくり会社を

設立してはどうか？

エベワングランプリ
→大手に

持っていかれてしまう

スポーツ振興会

・多くのスポーツがある

・専属の指導者養成
・大会を開催
（宿泊を伴う）イベリコ豚

↓

どんぐりを食べる豚
↓

子どもに実を拾ってもらう
【産業の質を高める】

今あるものをつなぐ
・防災ステーション

・野幌小学校
（木造の校舎）
（原始林がある）

酪農公社の牛乳
→江別市民の口に

入らない

えぞ但馬牛
→赤ちゃんは産む

チーズづくり
体験

消防署の

火消しﾚﾝｼﾞｬｰ

まがたま

火起こし体験

→申し込みが必要
飲食店が必要

１年間行事表
（市民へPR）

ごみ捨てカレンダーと
行事を一緒に掲載

ママさんネットワーク
→市役所が

体験しては

トイレがきれいを
「ウリ」にする 防災ステーションが

起点なので、（市として活用

できない）規定があるのか
↓

「ウリ」になるのではないか？

札幌に行く人が一服する

右折ができない

道の駅にできない

・えべつスイーツ

・パン

・ピザ
（チーズ、チャーシュー、野菜）

菊水ラーメン
※とんでんファームの

チャーシューを
入れたラーメンをつくる

えべチュンのうた

えべチュンの歴史をつくる
→れんが

えべチュンを公式に認める

（キャラとして）

すずめ、レンガ

車が
入りやすい

工夫を

自動車でのアクセスしか
できない

町村牧場

アイスクリーム

牛乳

公園マップづくりが
考えられる

野幌小学校（特任校）
・開放性の小学校

（全道、全国から児童を集める）

家族を呼び込むには？
(定住人口を増やす）

長い

すべり台

花見ができる
(カセットコンロ持ち込みＯＫ）

遊具もある

花見ができる

タコの

遊具がある ｼﾞｬﾝｸﾞﾙｼﾞﾑ

が大きい

ﾎﾀﾙは？

広い敷地

の公園

直売所

直売所の
スタンプラリーを

していたので

もっとＰＲを

木製遊具がある公園

小学校で

土器・星が見られる

防災ステーション

防災ステーション＝親水公園

冬はスケートリンク

夏は水辺で遊ぶ

施設周辺を
充実させ

集客を

直売所

（野菜など）



【平成24.3.18 第3回えべつ未来市民会議 ①水色、②ミルキーのど飴グループ】

地震、集中豪雨時の
危険マップの作成

埋め立て地の地図

（液状化マップ）

活断層を地図に記入

現在の避難所は、
避難所として適しているのか？

（古い小学校など）

現実的な問題として
冬期間の避難所の扱い

あるいは機能するか

地域住民との

協力関係は災害時の防災無線

（サイレン）が必要

地盤の弱い所や

浸水しやすい場所の

優先順位を調べ、
サイレンの音などを変えて
知らせる

地震の時に
指定場所のほかに

耐震ビル（マンション）を
指定して、逃げ込めるように
市が協定を結ぶ

浸水したとき（しそうなとき）の
対応、避難の態勢

避難方法
（水位が何mで避難するのか）

高齢者に対して

災害時にどれだけ

確認しているのか？

避難所数・定員と周辺人口の
バランスは大丈夫？

老人ホームに

居住している方の避難方法

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの

確立をどうするのか

・老人クラブ
・パークゴルフ
・ゲートボール

地域サロンがあると良い
（人と知り合う）

インターネット等が
利用できないときのために

掲示板とか、
アナログ通信網の構築

同級生間での
ネットワークで

高齢者の様子を
知ることが出来る

江別駅を市の
コミュニティ会場に

してほしい

組織


